
 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  自ら学び考え 人間性豊かで 心身ともに健やかな生徒の育成 
            ～ 挑戦 成長 そして飛躍へ ～ 

目指す生徒像 成長を目指し、進んで挑戦する生徒 

  

１１月１日（火）に全校集会を実施しました。 

石原信行校長先生の集会でのお話を紹介します。 

 

今日は創立記念日についてお話します。１１月２日は西中学校の創立

記念日です。今年で西中学校は、創立３０周年目の節目を迎えます。創

立記念日とは、本校のこれまでの歴史を振り返り、新たな歴史を創ると

いう気概をもって、今後の生活を送っていこうと考える機会でもありま

す。少し西中学校の歴史を振り返ってみたいと思います。 

西中学校は、平成４年４月６日、東金中学校から分離独立し、学級数

１５学級、生徒数は５５２人、市内３番目の中学校として開校しました。

学校建設の遅れにより、グラウンドや武道館、自転車小屋も整備されておらず、ブルドーザーの音

がせわしく響くなかでの開校でした。そして、新入学の１年生は、制服がないため、私服で入学式

を迎えました。 

１１月２日を創立記念日としたのは、校章、校歌が制定されたことに因んでのことです。 

初代校長の故古谷晃一先生は当時のことを振り返り、「そして何よりも、初代生徒会長を中心と

した全校生徒の活躍には、感慨一入のものがありました。生徒会や部活動の組織作りをはじめ、生

徒会主催の様々な行事を『みんなは一人のために、一人はみんなのために』を合言葉に、若者らし

く、清新さに富み、エネルギッシュに取り組みました。制服や校章も、生徒全員がデザインを考え、

生徒会のコンペティションによってまとめあげられました。校歌は「国際」と「環境」をテーマと

し、東金の自然と歴史を詩い込み、楽しく合唱ができる曲にしようということになり、作詞作曲は

東金市松之郷在住の菊村紀彦先生にお願いしました。平成４年 11月２日、輝く校旗を掲げ、真新し

い制服を身に着けた西中生徒が、校歌を声高らかに合唱したときの感激は、この上ない喜びであり

ました」と回顧されておられます。 

 皆さんが身に着けている校章のデザインは、生徒の手によってされたものです。地球というグロ

ーバルな視点に立ち、「世界平和」と「環境保全」を願おうという生徒自身の理念が表現されてい

ます。今で言うところのＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考え方にも通じるよ

うにも思えます。また、校歌からは、ふるさと東金を愛し、そして世界へと目を

向ける、心豊かでたくましい人間を育ってほしいという願いが伝わってきます。 

本校の歴史の一端を振り返ってみましたが、開校当時の生徒や教職員の意欲的

な取り組みと努力の積み重ねがあったこと。そして、これまでの卒業生や多くの

関係者の方々、地域の方々の協力のもと、本校の校風が築かれてきたことを忘れ

てはなりません。これまでの伝統と精神が受け継がれ、ますます発展し続ける西

中学校であってほしいと思います。 

 最後に、明日、創立３０周年記念講演会として、講師に西中学校を卒業され、

現在活躍されている先輩をお招きしました。皆さんが新たな挑戦、成長、そして

飛躍へ向けて、思いを新たにする機会となることを期待しています。 
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全校集会での校長先生の話 



 

 

  

講師としてお迎えする藤本愛祈（ふじもと あき）さんを紹
介します。 
藤本さんは２０１１年（平成２３年）に西中学校を卒業され

ました。第１９期生にあたります。現在、習志野市を拠点とす
るアメリカンフットボールチーム、オービックシーガルズでチ
アリーダーを務めておられます。昨シーズンはチアのキャプテ
ンを任されたそうです。藤本さんは、これまでミュージカル劇
団所属、小学校教員と異色の経歴をお持ちで、何事にもエネル
ギッシュに取り組んでこられたと伺っています。そして、今、
チアの最高峰、アメリカＮＦＬのチアになることを目標に新た
な挑戦をしておられるところです。 

 
東金市では、新型コロナウイルス感染症

に係わり、文部科学省及び千葉県教育委員
会の指導を受け、マスクの着脱について、

以下のとおり対応しておりますので、感染状況の下げ止まりが続く状況ですので、改めて御確認く
ださいますようお願いします。 

 ・十分な身体的距離が確保できる場合には着用の必要がないこと 
 ・体育の授業や運動部活動の活動中、登下校の際には、感染症対策上の工夫や配慮を行いなが

ら、児童生徒に対してマスクを外すよう指導すること。 
これらの考え方に変更があるものではありませんが、引き続き、活動場所や活動場面に応じたメ

リハリのあるマスクの着用を呼びかけていきます。御家庭でもお声かけくださいますようお願いし
ます。 

 
秋らしいイチョウのような黄色の模造紙に、イチョウやカエデ、どん

ぐりを持った小動物がちりばめられ、月の予定からも秋を感じさせられ 
            る仕上がりとなりました。 

 

創立３０周年記念講演会「夢の育て方」 

学校におけるマスクの着脱について 
 

 

１１月の予定 

 

 

 


